
この調査票は、「男女共同参画」に関する施策策定の目的だけに使われるもので、そ

れ以外の目的に使うことはありません。 

記入方法 

１．令和４年９月 1日現在の内容でご記入ください。 

２．記入は黒のボールペンまたは濃い鉛筆でお願いいたします。 

３．回答は、あてはまる番号を選び、その番号に○をつけてください。また、記述を必

要とする箇所は、ご記入ください。 

４．記入したアンケートは、担任の先生の指示に従って提出してください。 

 

 

 

 

    

    

ご協力のお願いご協力のお願いご協力のお願いご協力のお願い    

安城市では、さらなる男女共同参画の推進を図るため、平成３０年に策定した「第４次

安城市男女共同参画プラン」を改訂し、「第５次安城市男女共同参画プラン」を令和５年度

中に策定する予定です。 

今回の調査は、安城市内の高校に通う皆さん約２５０人を対象に実施し、若い世代の男

女共同参画に関する考えや実態などをプランに反映させることを目的として実施します。

安城市に住んでいる人はもちろん、他市町村に住み、安城市に通学している人も、ぜひ、

ご意見を聞かせてください。 

回答は、すべて無記名で統計的に処理しますので、個人が特定されるなど、回答された

方にご迷惑をおかけするようなことはありません。 

高校生の皆さんの声をプランに生かしていきたいと考えていますので、ぜひ、ご協力を

お願いいたします。 

令和４年９月 

安城市長  神谷 学 

 

 

 

 

 

 

 

＜問合せ先＞ 

安城市役所 市民生活部 市民協働課（担当：島、杉浦） 

電話：０５６６（７１）２２１８ 

ＦＡＸ：０５６６（７２）３７４１ 

電子メール：kyodo@city.anjo.lg.jp  
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このページでは、「男女共同参画」についての解説を掲載しています。 

ぜひ、読んでみてください。 

 

 

 

 

     男女共同参画ってどうして必要なの？ 

男女共同参画が推進されることで、「男は仕事、女は家庭」といった、固定的な性別役割

分担にとらわれず、男性も女性も、意志に応じて、あらゆる分野で活躍できるようになり

ます。男女共同参画社会が実現することは、一人ひとりの豊かな人生につながるのです。 

 

家庭では… 

●家族を構成する個人が、互いに協力し合うことによって、家族のパー

トナーシップが強化されます。 

●仕事と家庭を両立できる環境が整い、男性の家事への参画が進むこ

とによって、子育てや教育、介護を協力して行うことができます。 

職場では… 

●女性の政策・方針決定過程への参画が進み、多様な人材が活躍するこ

とによって、経済活動の創造性が増し、生産性が向上します。 

●働き方の多様化が進み、誰もが働きやすい職場環境が確保されるこ

とによって、個人の能力が最大限に発揮されます。 

地域では… 

●誰もが主体的に地域活動やボランティア活動に参画することによっ

て、地域が元気になります。 

●地域の活性化や生活環境の改善、子どもたちが伸びやかに育つ環境

が実現します。 
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１ あなた（回答者）ご自身のことについておたずねします。 

 

問１ 性別 

  （○は１つだけ） 

１．男性 ２．女性 

※統計上必要ですので、戸籍上の性別を選択してください。 

問２ 居住地区 

（○は１つだけ） 

１．安城市 

２．安城市外（               ）市町村 

 
 

 

 

２ 男女共同参画の意識についておたずねします。 

 
問３ 次にあげる考え方について、あなたはどう思いますか。（ＡからＥそれぞれの項

目で、○は１つずつ） 
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Ａ 男性は外で働き、女性は家庭を守る

方がよい 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｂ 結婚は個人の自由だから、結婚して

もしなくてもよい 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｃ 夫は、妻や子どもを引っ張っていく

方がよい 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｄ 女性は結婚したら、仕事や自分自身

のことより、夫や子どもなど家族中

心に考えて生活した方がよい 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｅ 男性は結婚したら、仕事や自分自身

のことより、妻や子どもなど家族中

心に考えて生活した方がよい 

１ ２ ３ ４ ５ 
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問４ 「男の子は男らしく、女の子は女らしく」という子どもの育て方について、どの

ように考えますか。（○は１つだけ） 

 

１．男の子は男らしく、女の子は女らしく育てた方がよい 

２．男らしさ、女らしさにとらわれず、個性を尊重するように育てた方がよい 

３．どちらとも言えない 

４．その他（                               ） 

 
 
問５ あなたは、次のような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。あな

たの気持ちに最も近いものをお答えください。（ＡからＧそれぞれの項目で、○

は１つずつ） 
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Ａ 家庭生活で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｂ 地域活動や地域社会で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｃ 学校教育の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｄ 職場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｅ 社会通念・慣習・しき

たりなどで 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｆ 法律や制度の上で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｇ 政治の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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問６ あなたはこれまで、男だから、女だから、といった思い込みによって差別または

不利益を受けたことがありますか。（例えば、「女の子は赤、男の子は青」「男だから理

系、女だから文系」など、性別による固定的役割分担に関する 無意識の思い込み）（○は

１つだけ） 

 

１．ある 

２．ない 

 

＜問６で「１．ある」と答えた方におたずねします＞ 

問６－１ 具体的にどのような差別または不利益を受けましたか。（自由に記入） 

 

  
 

３ 将来の働き方についておたずねします。 

 

問７ あなたが仕事を選ぶ際に重視する（したい）ことは何ですか。（○は３つまで） 

 

１．専門知識が生かせる  

２．性格・能力が適している  

３．仕事にやりがいがある  

４．能力本位で実績が評価される  

５．業種に将来性がある  

６．給与の条件が良い  

７．勤務時間・勤務場所の条件が良い  

８．職場の雰囲気が良い  

９．育児や介護への理解や制度が整っている  

10．その他（                               ） 

 
 
問８ あなたは将来、就職先でどのくらいまで昇進したいですか。（○は１つだけ） 

 

１．がんばってできるだけ昇進したい ３．昇進しなくてもよい 

２．できれば昇進したい ４．わからない 

 
 
問９ あなたは、将来、結婚したら共働きをするつもりですか。（○は１だけ） 

 

１．結婚して、共働きをしたい ３．結婚したくない 

２．結婚して、共働きをしたくない ４．わからない  
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問 10 あなたは女性の仕事について、どのような形が望ましいと思いますか。（○は１

つ） 

 

１．女性は仕事を持たない方がよい 

２．結婚するまでは、仕事をする方がよい 

３．子どもができるまでは、仕事をする方がよい 

４．子どもができたら仕事をやめ、子どもが大きくなったら再び仕事をする方がよい 

５．結婚をしても、子どもができてもずっと仕事を続ける方がよい 

６．その他（                               ） 

 

４ 男女間の暴力についておたずねします。 

 
問 11 あなたは、現在、または過去において、彼氏／彼女がいましたか。（○は１つだ

け） 

 

１．彼氏／彼女がいた（いる） 

２．彼氏／彼女はいない 

 
＜問 11 で「１．彼氏／彼女がいた（いる）」と答えた方におたずねします＞ 

問 11－１ あなたはこれまでに、次の行為を彼氏／彼女からされたことがありますか。

（ＡからＧそれぞれの項目で、○は１つずつ） 

 

 
まったく 

無い 

１、２度 

あった 

何度も 

あった 

Ａ 言葉でけなされて嫌な思いをさせられた １ ２ ３ 

Ｂ あなたの行動を制限された（仲間で集まる場所

に行くのを反対された、友だちとの用事を無理

にキャンセルさせられたなど） 

１ ２ ３ 

Ｃ 携帯（メールや通話記録）を無断でチェックされ

た 

１ ２ ３ 

Ｄ 貸したお金を返してもらえなかった、貸したお

金を返してと言えなかった 

１ ２ ３ 

Ｅ 殴られたり、蹴られたりした １ ２ ３ 

Ｆ 嫌がっているのにキスや性的行為を強要された １ ２ ３ 

 

 

次ページの問 11-２へ  
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＜問 11-1 で「１、２度あった」「何度もあった」に１つでも○をつけた方におたずねします＞ 

問 11－２ そのような行為を受けた後、だれか（どこか）に打ち明けたり、相談

したりしましたか。（○は１つだけ） 

 

１．相談した 

２．だれにも相談しなかった 

 
   ＜問 11－２で「２．だれにも相談しなかった」と答えた方におたずねします＞ 

問 11－３ だれにも相談しなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

１．どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから 

２．恥ずかしくてだれにも言えなかったから 

３．相談してもムダだと思ったから 

４．相談したことがわかると、仕返しされると思ったから 

５．自分さえ我慢すればいいと思ったから 

６．世間体が悪いから 

７．他人を巻き込みたくなかったから 

８．そのことについて思い出したくなかったから 

９．自分にも悪いところがあると思ったから 

10．相談するほどのことではないと思ったから 

11．その他（                            ） 

 

５ 性的マイノリティについておたずねします。 

  
問 12 あなたは、性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）という言葉を知っていますか。（○

は１つだけ） 

 

１．内容まで知っている 

２．聞いたことがある 

３．知らない 

  
  

                            デートＤＶとはデートＤＶとはデートＤＶとはデートＤＶとは    

主に高校生や大学生などの若い世代で起こる、婚姻関係がない交際相手などからの暴力のことを

言います。暴力の種類には、殴る、蹴るなどの「身体的暴力」、無視する、脅すなどの「精神的暴

力」、性行為の強要などの「性的暴力」、借りたお金を返さないなどの「経済的暴力」、交友関係を

制限するなどの「社会的暴力」などがあります。 

※ＤＶとは、ドメスティック・バイオレンスの略で、配偶者や恋人などの親密な関係にある又はあ

った者からの暴力を言います。 
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問 13 あなたは、性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）の人たちが暮らしやすい社会にする

ためには、どのような意識啓発や支援が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

 

１．市民に対する意識啓発を充実する 

２．幼少期から理解を促進する教育を推進する 

３．性的マイノリティの人が相談できる窓口を設置する 

４．差別を禁止するための条例を制定する 

５．パートナーシップ制度、ファミリーシップ制度を導入する 

６．市において当事者の意見を聞く機会をつくる 

７．市職員や教職員に対する研修を実施する 

８．性別の記載やトイレ等、男女で区別されている制度や慣行等の見直しをする 

９．特に必要なことはない 

10．その他（                               ） 

 

 

 

 

 

 

 

その他・自由意見 

 
男女共同参画に関することで何かご意見がありましたら、自由にお書きください。 

 

アンケート調査へのご協力、どうもありがとうございました！ 

この用紙は、担任の先生の指示にしたがって提出してください。 

                            性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）とは性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）とは性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）とは性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）とは    

性別違和（「体の性」と「心の性」が一致しない状態）の人や、恋愛感情などの性的な意識が同性

や両性に向かう人（同性愛、両性愛）、身体的な性別が不明瞭な人などのことを言います。性的マ

イノリティの方々の中には、日常生活で様々な精神的苦痛や孤独感をはじめとした、生きづらさを

感じている方もいます。 

性的少数者の総称の一つであるＬＧＢＴは、Lesbian（レズビアン、女性同性愛者）、Gay（ゲイ、

男性同性愛者）、Bisexual（バイセクシャル、両性愛者）、Transgender（トランスジェンダー、性

的違和感を持つ方）の頭文字を取った言葉です。 


